






























































On creative activities in the age of information sharing
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Japanese Heritage Language Education in Australia: 












をめぐり、その方向性の議論がなされてきている。 nt  


































































Factors overcoming various lost experiences associated with retirement of employees and their 


































































































































































































































































































































































の場の状況で自然発生的（ p nt ne u ）に生まれる音楽
であるとしている。その場の状況で進められるジャズの演
奏と、ジャズという音楽自体の発展は相似形の図形を見て
いるような印象を受ける。そして、それは常に別の可能性
を持つ「未完」のものである。ジャズは「音」という最小
単位から、演奏の「スタイル」まで、常に二つの相反する
要素が対立関係に置かれている。ジャズは一方の状態から
他方への「逸脱」が行われることで、演奏が進行する。そ
の「逸脱」を推進させるものが即興である。
　２つのジャズピアノ教室の協力の下、レッスンの模様を
ビデオに収録して講師と生徒の対話を分析した。生徒の発
話を観察すると、生徒の習得過程は大きく分けて、現状認
識、型の習得、型からの逸脱（準備を含む）の３段階で推
移する。各段階の発話からインゴルドらの説を裏付けるも
のが確認された。生徒は最初に自分が習得する対象として
即興演奏を意識する。しかし、譜面にないものを弾く即興
演奏は、初心者にとって脅威である。生徒が即興演奏に触
れた時、インゴルドらのいう「即興への空間」がそこに開
くことになるが、初心者の生徒にとっては恐怖でしかない。
各自、上達に伴い原曲に自分の創意を付け加え、広義の意
味での即興演奏を行うようになる。第２章で述べたように、
生徒は自分のアイデアと原曲の間に対立関係を作り、両者
の調整を行うことから即興を生起させる。生徒は徐々に原
曲という型から逸脱する兆しを見せ始めている。
　即興という行為は芸術家によりもたらされるものではな
い。人間の文化的生活に内在するものなのである。ジャズ
の即興演奏の考察を進める中で、人間は手段としての即興
から目的としての即興へと向かうという新たな視点を付加
することができた。対立関係にある2つの物を調整する必要
から即興が生まれる。人はやがて即興自体を目的として、あ
らゆる対立関係を進んで作るようになる。そして、即興は
一つの状態からの逸脱を促す。この逸脱から様々な創造の
アイデアが生まれる。この点において即興は創造に寄与す
るのである。こうして人は更なる即興を求め、逸脱から創
造を生み出そうとする。本研究では、こうした人間行動を
考察することで、文化コードに従わない「即興する人間」
という人類学的な人間の姿を描き出せたと言えるだろう。
